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七尾商工会議所『景況・業況動向調査結果報告』
（2025年第２四半期：７月～９月）

当所では、市内150事業所から回答を得て景況調査を実施しました。概要は次のとおりです。

◆景況感の動向
　７～９月期の地域景況は、前期から概ね横ばいで推移しました。調査
では「不変」との回答が最も多く、復興需要の落ち着きと物価高の一服
が並行して進んだ様子が見て取れます。
　一方、仕入原価の上昇幅は縮小しつつあるものの、販売単価は下落傾
向にあり、利益確保には引き続き工夫が必要です。資金繰りはわずかに
改善しましたが、需要は力強さを欠き、特に個人消費分野で慎重さが
戻っています。地震・豪雨からの復旧が進む業種もある一方、地域の人
口減や人手不足が、今期も経営課題として大きく影響しました。

◆業種別の特徴
製　造　業：受注の回復と単価上昇が進み、景況感は改善。仕入コスト
　　　　　　は高止まりながら、価格転嫁が進んだことで採算性も安定。
建　設　業：復興需要の反動から受注が落ち着き、来期見通しは慎重。
　　　　　　材料費は下がりつつあるものの、単価の下落や人材不足が
　　　　　　重荷となっている。
小　売　業：個人消費の節約志向が強く、売上・単価ともに厳しい結果
　　　　　　になった。仕入価格は安定しつつあるものの、販売単価の
　　　　　　下落が採算を圧迫している。
卸　売　業：売上や採算は一部で改善したものの、景況感は大きく低下。
　　　　　　少数回答による影響もあり、需要の先行きに不透明感が残る。
サービス業：観光・飲食を中心に回復が続き、売上・単価とも上昇傾向。
　　　　　　ただし、人件費上昇の影響で利益率は伸び悩んだ。

◆経営課題
　今期、企業が直面している課題として最も多くあがったのは、仕入単
価の上昇（23％）と経費の増加（20％）です。物価上昇が一定落ち着
きつつあるものの、燃料・資材・物流費、人件費など幅広いコストが経
営を圧迫しています。さらに、従業員の確保難（19％）や後継者不在
（11％）など人材面の課題も依然として深刻で、地域の人口減少の影
響を強く受けています。
　また、小売業を中心に「販売単価の低下」がみられるなど、値下げ圧
力により利益確保が難しい状況も浮き彫りになりました。地震・豪雨被
害からの復旧途上にある企業では、事務負担や設備対応の増加も経営の
重荷となっています。

◆今後のポイント
　地域経済の回復に向けて、今期の結果から特に次の３点が重要と考え
られます。

①コスト管理と付加価値の向上
仕入れや経費の上昇が続く中で、効率化や共同仕入、設備改善などの原
価対策が不可欠です。販売単価が上がりにくい環境だからこそ、付加価
値型の商品・サービス提供が利益確保の鍵になります。

②人材確保・人材活用の多様化
人手不足は構造的課題となっています。高齢者・女性・副業人材の活用
や、業務効率化ツール（AI・IT）の導入による省力化が、事業継続の大
きな支えになります。特に小規模企業では、採用より「離職防止」や
「育成」の強化も効果的です。

③地域需要の再構築と復旧・観光の後押し
建設・製造業は復興関連で一定の需要がありますが、小売・サービスは
なお弱い状態です。地元消費促進、観光回復、イベント開催など、地域
全体で需要を生み出す取り組みが、経済の底上げに欠かせません。ま
た、企業自身もネット販売や新規販路開拓など、市場の多角化が有効です。

景況・業況動向調査▶
結果報告レポート

DI（ディフュージョン・インデックスとは『増加・上昇・好転』の割合
（％）から『減少・低下・悪化』の割合（％）を差し引いた指数です。
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景況・業況動向調
査にご協力いただ
き、ありがとうご
ざいました。

実 施 期 間：令和７年10月14日～
　　　　　　10月31日
有効回答数：150件（オンライン68件、
　　　　　　書面82件）
回 答 形 式：選択回答（複数回答可）
　　　　　　および自由回答

　11月12日(水)、七尾商工会議所
に能登地域の商工会議所・商工会が
一堂に会し、能登半島地震からの経
済復興に向けた意見交換会が開催さ
れました。
　会議では、輪島、珠洲、七尾、羽
咋、志賀など、能登全域の商工団体
から復興の進捗状況が報告されまし

た。事業再開率は徐々に向上しているものの、多くの
地域で深刻な人手不足と建設費の高騰、人口減少と後
継者不足、インフラ復旧の遅れなどの課題が浮き彫り
となりました。
　このような状況を打開するため、七尾商工会議所か
ら、個々の力だけでは限界があり、能登全体を俯瞰
し、共に発展していくための組織が必要で、市町の枠
を越えた連携組織「能登経済復興広域連携協議会（仮
称）」の設立が提案されました。
　最後に、杉野会頭から「誰かに言われてやるのでは

ない。被災した私たち自身が主体となり、仕事と未来
を創り出していく。この会をその力強い第一歩とした
い」と決意を述べ、能登の経済界が一丸となって復興
へ邁進することを発言し閉会しました。

能登地域経済団体意見交換会を開催

　11月14日(金)、当所にて第５回総務委員会を開催
し、来年１月に予定している「新年互礼会（仮称）」
について協議しました。互礼会は、会頭の所信表明を
会員へ伝える重要な場であり、４月に開催した「復幸
の集い」で共有された思いを、次につなげる場として
位置づけています。開催日は１月15日(木)、会場は
日本の宿 のと楽（アプローズ）で実施する方向で決定
しました。
　当日は、会頭・副会頭と参加者が交流できる時間を

設け、七尾の復興や地域経済の未来を共に語り合う内
容を検討しています。
　周知については、会議所だよりの折り込みチラシ、
公式LINE、ホームページなど複数の方法で案内を行
い、より多くの会員の皆さまに参加いただけるよう準
備を進めていきます。次回委員会では、プログラムの
詳細について協議を続ける予定です。ぜひ、多くの会
員の皆さまのご参加をお待ちしております。

第５回総務委員会を開催！
～新年互礼会に向けた準備が本格スタート～

　11月28日(金)、当所にて「小規
模事業者持続化補助金セミナー」
を開催いたしました。講師には石
川県よろず支援拠点の中嶋克也氏
をお迎えし、「創業型」と「災害
支援枠」の違いや補助金の活用のポ
イントを、個別相談に近い形で丁
寧に解説していただきました。

　中嶋氏は参加者の現状や事業プランを細かくヒアリ
ングしながら進め、参加者からは「じっくり話を聞い
てもらえて、参加して本当に良かった」との声が寄せ
られるなど、非常に有意義な時間となりました。
　七尾商工会議所では、今後も創業を目指す方や事業
再建に取り組む皆様をしっかりと支援し、役立つ情報
提供や相談機会を継続してまいります。

小規模事業者持続化補助金に関するセミナーを開催！
～創業型と災害支援枠のポイントをわかりやすく解説～

ななお経営支援センター（N-As）
ななお創業応援カルテット

石川県よろず支援拠点能登サテライト

七尾（N）の明日（As）の経営／経営のなやみ、なんでも、お手伝い

挨拶をする杉野会頭

講師：中嶋克也 氏

セミナーの様子

一堂に会する能登の経済界


